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〔要 旨〕

本研究の目的は、九州企業経営分析演習を補助するためにムードルを用いたCMSを

構築することである。演習の際に、学生は①どのデータベースを利用するか、②どのデー

タを検索し、③どこにダウンロードするかについて混乱させないようにしなければなら

ない。そして、取得したデータを④どのように手を加えて、⑤文章の形にまとめるかに

ついて説明しなければならない。開発されたCMSでは、①から⑤までの手順を学生に

明確に知らせるためにムードルのモジュールを利用している。このCMSを利用して、

2020年度から九州企業経営分析演習の授業を実施する。

1 はじめに

九州産業大学商学部は2018年度から新しいカリキュラムを始めている。特に、実践力育

成科目として、「九州ビジネス科目」を設けている。それは図1に示されるように、1年

次「インターンシップ入門」（全員履修）、2年次「ビジネスインターンシップ」（全員履

修）が設定されている。

インターンシップ入門では、「九州の産業構造や企業研究の方法について学び、インター

ンシップに参加するにあたって必要となる知識やマナーを身に付けることを目的1」とし

ている。ビジネスインターンシップでは、「本学と協定を結んだ研修先でインターンシッ

〔論説〕

1 九州産業大学教務システムの「シラバス参照」から、「インターンシップ入門」担当教員聞間理、（https://ksuweb.
kyusan-u.ac.jp/syllabus 2/）（2019年9月16日検索）
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プ（就業体験）を通じて、働くこととこれからの大学生活について多くの気づきを得るこ

とを目的2」としている。

3年次には、九州インターネットビジネス、九州と商業、九州とコンテンツ制作、九州

企業と経営戦略、九州金融ビジネス、九州とマーケティングおよび九州企業経営分析演習

など13科目が設定されている。

これらの科目の中で、九州企業経営分析演習は沖縄を含む九州における企業について、

他地域の企業と比較して経営活動の特徴を明らかにすることを目的としている。そのため

に、まず沖縄を含む九州の上場企業の全体的な特徴を明らかにする。そして、九州の連結

財務諸表提出企業と同様の事業内容の他地域の企業とを選択して、企業集団の状況などを

調べる。両社の経営成績を比較し、一定期間の変動を明確にする。さらに、その変動の理

由を有価証券報告書や新聞記事に示される経営活動に関する情報にもとづいて調べる。分

析のためのデータについて、企業の概要や新聞記事は日経テレコン213、有価証券報告書

は企業情報データベース eol4、企業の会計情報は日経Value Search5のデータベースを利

用する。

本研究の目的は、この九州企業経営分析演習を補助するためにムードルを用いたコース

管理システム（course management system、以下 CMSと省略する）を構築することで

ある。

2 先行研究

ムードルに関する研究に関してDougiamas & Taylor（2003）以降、多くの論文が公表

されている。ここでは、遠藤（2005）、福田他（2012）、Osgerby（2013）、Chung & Acker-

man（2015）について検討する。

遠藤（2005）では、通常の授業を補助するためのシステムとして、ムードルを用いた教

育支援システムを構築している。授業の資料や小テストなどを掲載した授業コースサイト

2 九州産業大学教務システムの「シラバス参照」から、「ビジネスインターンシップ」担当教員聞間理、（https://
ksuweb.kyusan-u.ac.jp/syllabus 2/）（2019年9月16日検索）
3 日経テレコン21は、日本経済新聞社がインターネット上で提供するオンラインサービスである。日本経済新聞
社発行紙の記事や、主要企業の基本情報、財務情報、人事情報などを利用することができる。
4 企業情報データベース eol は株式会社プロネクサスが提供する国内株式公開企業を中心とした企業情報を総合的
に配信するサービスである。
5 日経Value Search は、日本経済新聞社がインターネット上で提供するオンラインサービスである。非上場企業
を含む国内約3万社、海外3万7千社の数値情報、定性情報、約550の業界レポートなど、企業・業界分析に必要
なコンテンツを網羅している。
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を作成して、学生の学習に役立てることができたと考えている6。この場合に、ムードル

はオンラインテキストと小テストへのリンク、授業の難易度に関するアンケート、授業の

内容に関する掲示板などで利用されている。

福田他（2012）では、ムードルの4種類のアンケート機能、投票（Choice）、調査（Sur-

vey）、フィードバック（Feedback）、アンケート（Questionnaire）について、それぞれ

の機能の比較を行っている。投票と調査は現在公開されている最も古いバージョンから、

フィードバックはバージョン2．0からMoodle 本体に組み込まれている。投票は選択式の

質問をひとつだけ出したい場合や、授業中にリアルタイムで質問・集計・結果の提示を行

いたい場合に向いている。また、調査は既存の3種類のアンケートを実施したい場合に向

いている。自分で複数の質問を作成して利用したい場合には、フィードバックかアンケー

トを使う必要がある。簡単な質問を作成したいときにはフィードバック、高度な質問をし

たいときにはアンケートが向いていると考えている7。

Osgerby（2013）では、ムードルを利用した財務会計と公会計のバーチャル科目は、エ

ストレマドゥーラ（Extremadura スペイン）大学のバーチャルキャンパス（CVUEx）で

作成されている。「会計および財務管理の学生の ICTの知識とスキルのレベルは、過大評

価されるべきではなく、ICT使用の熱意も過大評価されるべきではない。学生が ICTを

使用する場合に、かなりの支援と励ましが必要な場合がある。授業で ICTを使用するこ

とによる短期的な利点と学生自身の ICTスキルの向上という長期的な利点を、学生はす

ぐに理解することができる。ただし、会計および財務管理の学生はスプレッドシートを使

用することに自信がない場合があり、これはモジュール設計の段階で予測しておく必要が

ある8」と述べている。

Chung & Ackerman（2015）では、マーケティングクラスの学生からアンケートにより

データを収集している。統計的な分析の結果として、コミュニケーションと言語学習の両

方が重要であることを示唆している、これは学生にとって教室管理システムの重要な利点

である。ムードルは学生と教員の間だけでなく、学生間でもコミュニケーションを促進す

る。そして、教室管理ソフトウェアが学生と教員の間のクラスワークやイベントに関する

コミュニケーションを促進する度合いについては、有益であると認識されるとしている9。

遠藤（2005）は授業の支援、福田他（2012）はアンケート機能、Osgerby（2013）は学

6 遠藤（2005）、80頁。
7 福田他（2012）、80頁。
8 Osgerby (2013), pp.95-96.
9 Chung and Ackerman (2015), p.221．
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表1 ムードルのモジュール

活動 リソース

⑴ SCORMパッケージ ⑼ ワークショップ ⒄ IMSコンテンツパッケージ

⑵ Wiki ⑽ 課題 ⒅ URL

⑶ チャット ⑾ 外部ツール ⒆ ファイル

⑷ データベース ⑿ 小テスト ⒇ フォルダ

⑸ フィードバック ⒀ 調査 21 ブック

⑹ フォーラム ⒁ 投票 22 ページ

⑺ プログラミング演習 ⒂ 動画コンテンツ 23 ラベル

⑻ レッスン ⒃ 用語集

出所）ムードルから「活動またはリソースを追加する」を選択すると表示される。

生の ICTスキルなど、授業を補助する物理的な側面にムードルを利用することに関心が

向いている。これに対して、Chung & Ackerman（2015）では、ムードルは学生と教員、

学生間のコミュニケーションを促進する精神的な側面に関心を向けている。

九州企業経営分析演習では、⑴学生が企業の経営・財務情報のデータベースを検索でき

ること、⑵企業の経営成績を比較できること、⑶経営成績の変動の原因について調べられ

ること、⑷以上をまとめて報告書を作成できることが到達目標である。本研究で構築する

CMSは、学生がこの到達目標を自主的に達成できるように支援することを主な機能とし

ている。

3 ムードルの概要

ムードル（MOODLE, Modular Object-Oriented Dynamic Learning Environment）は1999

年に開発が開始されて、2001年には現在のアーキテクチャになっている。2019年1月現在

の最新版はバージョン3．6．1である。CMS作成のためのモジュールは表1に示される。

表1に示されるように、モジュールは大きく活動とリソースとに分かれている。図2に

示されるように、本研究で開発するCMSでは、これらのモジュールを通して会計データ

取得のためにデータベースにリンクし、Word や Excel を利用するためにOffice365にリ

ンクする。さらに、教員と連絡し、他の学生とのコミュニケーションを促進させる。

表1に示されるモジュールのうち、データベースなどのURLへリンクすることを目的
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Office365データベース 教員

モジュール モジュール モジュール

ムードル

学生 学生 学生

モジュール モジュール モジュール

としているものはURLリソースモジュールである。学生とのコミュニケーションを促進

することを目的としているものはWiki 活動モジュール、チャット活動モジュール、フィー

ドバック活動モジュール、フォーラム活動モジュールなどである。

4 コースの設計

4．1 概要

演習の目的は、沖縄を含む九州における企業について、他地域の企業と比較して経営活

動の特徴を明らかにすることである。そのために、次のように演習を行う。

① 沖縄を含む九州の上場企業の全体的な特徴を明らかにする。（ステップ1）

② 沖縄を含む九州の連結財務諸表提出企業と同様の事業内容の他地域の連結財務諸表

提出企業とを選択して、企業集団の状況などを調べる。（ステップ2）

③ 両社の連結財務諸表をもとに、時系列分析、クロスセクション分析を行って、経営

成績を比較し、一定期間の変動を明らかにする。（ステップ3）

④ 有価証券報告書や新聞記事に示される経営活動に関する情報にもとづいて、その変

動の理由を調べる。（ステップ4）

この演習において、表2に示されるように、企業の概要や新聞記事については日経テレ

コン21、有価証券報告書については企業情報データベース eol、企業の会計情報について

は日経Value Search の3つのデータベースを利用する。

図2 ムードルを利用したCMS

出所）筆者作成。
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学生が演習する際に、①どのデータベースを利用するか、②どのデータを検索し、③ど

こにダウンロードするかについて混乱させないようにしなければならない。そして、取得

したデータを④どのように手を加えて（加工作業）、⑤文章の形にまとめる（編集作業）

かについて説明しなければならない。これら①から⑤までの手順を学生に明確に知らせる

ためにムードルのモジュールを利用する。

4．2 シラバス

九州企業経営分析演習のシラバスは表3に示される。表3に示されるように、九州企業

経営分析演習は通年28回（100分／回）の授業である。

表2 利用するデータベース

ステップ1 ステップ2 ステップ3 ステップ4

演習の内容 九州の全体的な特徴 企業集団の状況 経営成績の比較 変動の理由

データベース 日経Value Search eol・日経テレコン21 日経Value Search eol・日経テレコン21

データの取得 業種、県別、市場別、
総資産額、売上高

有価証券報告書・新
聞記事

財務諸表、財務指標、
セグメント情報

有価証券報告書・新
聞記事

出所）筆者作成

表3 九州企業経営分析演習のシラバス

1 分析演習の目的：日経Value Search の使用 15 経営分析：資本利益率
2 九州の企業の特徴：全体の概要 16 経営分析：売上高利益率
3 九州の企業の特徴：企業の規模 17 経営分析：総資産回転率
4 九州の企業の特徴：まとめ 18 経営分析：財務レバレッジ

5 分析企業の選択：分析対象企業の選択：日経テ
レコンと eol の使用 19 経営分析：収益性の分析のまとめ

6 分析企業の選択：比較対象企業の選択：日経テ
レコンと eol の使用 20 連結貸借対照表：資産・負債・資本の内容

7 分析企業の選択：まとめ：日経Value Search
と eol の使用 21 連結損益計算書：収益と費用の内容

8 企業集団の状況：企業集団・子会社・関連会社 22 連結財務諸表：財務諸表の比較グラフの作成
9 企業集団の状況：分析対象企業 23 第1・2決算期の比較
10 企業集団の状況：比較対象企業 24 第2・3決算期の比較
11 企業集団の状況：まとめ 25 第3・4決算期の比較

12 セグメン卜情報：事業の種類別セグメント情報
と所在地別セグメント情報 26 第4・5決算期の比較

13 セグメン卜情報：分析・比較対象企業 27 分析・比較対象企業の決算期比較のまとめ
14 企業集団とセグメン卜情報：まとめ 28 全体のまとめ
出所）筆者作成。

商経論叢 第60巻 第3号―34―



コースは授業に対応するように28セクションを用意している。沖縄を含む九州の企業の

特徴は第2と3回目に調べ、企業の経営・財務情報データベースの検索は第5，6および7

回目に行う。対象企業の企業集団の状況とセグメント情報は、第8，9，10，12および13回目

に調べ、対象企業の経営成績の比較は第15，16，17および18回目に行う。経営成績の変動の

原因について、第22，23，24，25および26回目に調べる。文章は第1，4，11，14，19および27回

目に記述し、それらをまとめて28回目に最終的な報告書を作成する。

4．3 コースの内容と利用するモジュール

ここではコースの内容と各ステップで利用するモジュールについて述べる。

1）ステップ1

①コースの概要

コースの「表題」画面は図3に示される。図3上側に示されるように、九州企業経営分

析演習の目的を明確にし、この演習の手順を示している。

そして、図3下側に示されるWiki 活動モジュール「経営分析でわからない専門用語の

意味を調べてください」では学生は専門用語について教科書で調べてウェブページに追加

する。ページの編集履歴は保持され、編集された内容が一覧表示される。Wiki は学生の

学習ガイドまたは講義ノートとして使用することができる。

図3 「表題」画面

出所）筆者作成。

九州企業経営分析演習のためのCMSの開発 ―35―



チャット活動モジュール「自己紹介」では学生は教員や他の学生に自己紹介する。「何

をするのかわからない？ 誰か教えてください。」では学生は授業に追いつくために教員

や学生に質問する。チャットセッションは保存され、他の学生も閲覧できる。

フォーラム活動モジュール「BA（Business Analysis）フォーラム」は学生と教員、そ

して学生同士がお互いを知り合うための交流の場として、「ニュースフォーラム」はコー

スのお知らせ用として使用する。

コースの「第1回 分析演習の目的：日経Value Search の使用」画面は図4に示され

る。図4に示されるように、「Office365サインイン画面」「演習報告書（表紙）作成：Word

文章」「九州企業比較：日経Value Search 検索」「日経Value Search ログイン画面」「学

図4 「第1回 分析演習の目的：日経Value Search の使用」画面

出所）筆者作成。
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修について」など6項目から成っている。第1回では、主としてこの演習の報告書を作成

する方法について説明する。

図4上側に示されるURLモジュール「Office365サインイン画面」において、学生はOf-

fice365のサインインにリンクし、Excel とWord を利用することができる。

課題活動モジュール「演習報告書（表紙）作成：Word 文章」「演習報告書（1はじめ

に）作成：Word 文章」において、演習報告書の「表紙」と「1はじめに」の作成という

課題を伝達し、学生はOffice365のWord でそれらを作成して、そのファイルを提出する。

教員は成績を評価して、フィードバックを提供する。

図4下側に示されるURLモジュール「日経Value Search ログイン画面」において、学

生は図書館のデータベース日経Value Search にリンクすることができる。

フィードバック活動モジュール「学修について」において、「Moodle は利用しやすいで

すか？」「教員からの追加説明は必要ですか？」という質問について、学生からフィード

バックを収集する。このモジュールは第14回と第28回を除いて毎回実施される。

②九州の企業の特徴

コースの「第2回 九州の企業の特徴：全体の概要」画面は図5に示される。図5に示

されるように、「九州の業種別・県別企業数調査：Excel 分析，Word 文章」など2項目か

ら成っている。

図5上側に示される課題活動モジュール「九州の業種別・県別企業数調査：Excel 分析，

Word 文章」において、「九州の業種別・県別・市場別に企業数を調べなさい」という課

題を伝達する。九州の業種別・県別・市場別の企業数を調べるために、第1回目に日経

図5 「第2回 九州の企業の特徴：全体の概要」画面

出所）筆者作成。
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Value Search で検索したデータに対してExcel の演算機能を利用して、表4に示される

ように業種別・県別に企業数を集計する。その後で、調べた結果についてWord で文章を

作成する。

2）ステップ2

③分析企業の選択

コースの「第5回 分析企業の選択：分析対象企業の選択：日経テレコンと eol の使

用」画面は図6に示される。図6に示されるように、「分析対象企業の選択：eol 企業検索」

「eol ログイン画面」「分析企業名と比較企業名の登録」など7項目から成っている。第5

回では、主として分析対象企業の検索方法について説明する。学生はデータベースを検索

表4 業種別・県別の企業数
福岡 鹿児島 大分 熊本 沖縄 佐賀 宮崎 長崎 総計

食料品 8 1 9
電気機器 4 1 5
電気・ガス業 2 1 3
陸運業 3 3
銀行業 4 1 2 1 2 1 2 1 14
鉱業 1 1
金属製品 3 3
繊維製品 1 1
空運業 1 1
水産・農林業 1 1
機械 2 1 1 1 5
情報・通信業 6 1 1 8
建設業 6 1 2 9
小売業 15 1 2 1 19
卸売業 7 1 1 1 10
医薬品 2 2
化学 1 1 2
保険業 1 1
不動産業 4 1 5
パルプ・紙 1 1
サービス業 9 1 1 1 1 1 14
ガラス・土石製品 3 1 4
その他金融業 1 1
その他製品 2 2
その他 1 1

総計 85 8 8 7 7 5 4 1 125
割合 68．0 6．4 6．4 5．6 5．6 4．0 3．2 0．8 100．0

出所）日経バリューサーチ（https://valuesearch.nikkei.co.jp/）を利用して検索、筆者作成。

商経論叢 第60巻 第3号―38―



して、分析対象企業を決定する。そして、他の学生と企業が重複しないように企業名を登

録する。

図6に示されるURLモジュール「eol ログイン画面」「日経テレコンログイン画面」に

おいて、学生は図書館のデータベース eol、日経テレコンにリンクすることができる。

図6下側に示されるデータベース活動モジュール「分析企業名と比較企業名の登録」に

おいて、学生は分析企業名のレコードを作成し、登録する。すでに登録されているレコー

ドを閲覧することで他の学生と重複が無いことを確認することができる。

④企業集団の状況

コースの「第9回 企業集団の状況：分析対象企業」画面は図7に示される。図7に示

されるように、「分析対象企業の企業集団の状況：Excel 分析，Word 文章」などの2項目

出所）筆者作成。

図6 「第5回 分析企業の選択：分析対象企業の選択：日経テレコン
と eol の使用」画面
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から成っている。

第9回では、①データベース eol を利用して検索した分析対象企業の有価証券報告書を

もとに、企業集団の状況について表を作成しなさい、②企業集団の状況について文章を作

成しなさいという課題を伝達している。有価証券報告書の情報をもとにExcel で両社の企

業集団の状況に関する表を作成する。その後で、Word の文章にこの表を貼り付けて、調

べた結果を文章にする。

図8 「第13回 セグメン卜情報：分析・比較対象企業」画面

出所）筆者作成。

図7 「第9回 企業集団の状況：分析対象企業」画面

出所）筆者作成。
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⑤セグメン卜情報

コースの「第13回 セグメン卜情報：分析・比較対象企業」画面は図8に示される。図

8に示されるように、「分析対象会社のセグメント情報について調べる。：Excel 分析，

Word 文章」「比較対象会社のセグメント情報について調べる。：Word 文章」などの3項

目から成っている。

第13回では、有価証券報告書の「第2事業の状況」「2生産、受注及び販売の状況」「（3）

販売実績」をもとに、分析対象企業と比較対象企業におけるセグメン卜情報について調べ

る課題を伝達している。有価証券報告書に記されているセグメン卜情報からExcel で両社

のセグメン卜情報に関する表を作成する。その後で、Word の文章にこの表を貼り付けて、

調べた結果を文章にする。

3）ステップ3

⑥経営分析

コースの「第15回 経営分析：資本利益率」画面は図9に示される。図9に示されるよ

うに、「資本利益率について記述する。：Excel 分析，Word 文章」などの2項目から成っ

ている。

第15回では、（1）日経Value Search を検索したデータから財務レバレッジ、資本利益

率（ROE）、売上高利益率、総資産回転率を別のシートにコピーする、（2）分析企業と

比較企業の財務指標をグラフにする、（3）財務指標についての文章を記述するという課

図9 「第15回 経営分析：資本利益率」画面

出所）筆者作成。
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題を伝達している。ここではWord の文章に財務指標のグラフを貼り付けて、両社の期間

中の変動について調べた結果を文章にする。

4）ステップ4

⑦連結財務諸表の比較

コースの「第22回 連結財務諸表：財務諸表の比較グラフの作成」画面は図10に示され

る。図10に示されるように、「財務諸表の比較グラフを作成しなさい。：Excel 分析」な

どの2項目から成っている。

第22回では、日経Value Search を検索した5期間のデータについて、損益計算書と貸

借対照表のデータを2期間ずつ比較するためのシートを作成するという課題を伝達してい

る。

コースの「第23回 第1・2決算期の比較」画面は図11に示される。図11に示されるよ

うに、「両社の第1・2決算期のグラフを文章にコピーして比較した文章を記述しなさ

い。：Word 文章」などの2項目から成っている。

第23回では、図12に示される対象企業の第1・2決算期のグラフを文章にコピーして比

較した文章を記述しなさいという課題を伝達している。eol を検索した有価証券報告書の

「第2事業の状況」「1業績等の概要」「（1）業績（2）キャッシュ・フローの状況」と、

図10「第22回 連結財務諸表：財務諸表の比較グラフの作成」画面

出所）筆者作成。
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日経テレコン21を検索した新聞記事を参考にして、2期間の間に損益計算書と貸借対照表

の数値が変化した原因を調べて記述する。

5 おわりに

本研究の目的は、九州企業経営分析演習を補助するためにムードルを用いたCMSを構

築することである。演習の際に、学生は①どのデータベースを利用するか、②どのデータ

出所）筆者作成。

出所）日経バリューサーチ（https://valuesearch.nikkei.co.jp/）を利用して検索、筆者作成。

図11 「第23回 第1・2決算期の比較」画面

図12 第1・2決算期のグラフ
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を検索し、③どこにダウンロードするかについて混乱させないようにしなければならない。

そして、取得したデータを④どのように手を加えて、⑤文章の形にまとめるかについて説

明しなければならない。開発されたCMSでは、①から⑤までの手順を学生に明確に知ら

せるためにムードルのモジュールを利用している。さらに、課題の伝達と提出、データベー

スへのリンク、Office365へのリンク、CMSの利用に関するアンケートなどを可能にし、

学生と教員の間だけでなく、学生間でのコミュニケーションも可能にしている。

このCMSを利用して、2020年度から九州企業経営分析演習の授業を実施する。今後の

課題として、フィードバック活動モジュール「学修について」「前期アンケート」「後期ア

ンケート」から収集される授業に関するデータを分析し、本研究で開発されたCMSを評

価することが残されている。
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